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火砕堆積物の地質調査は過去の噴火を解明し，将来の噴火推移予測や火山噴火リスク評価を可能とする．一方

で地質学的に明らかにされた噴火記録の数は過去に遡るほど急激に減少している（Kiyosugi et al., 2015）．例

えば地球全体の噴火記録の約40％を占める日本の噴火の内，最近10万年間の中規模（火山爆発指数4）の噴火

について見ると，約90％の噴火記録が失われている．また，世界の噴気記録の消失は日本噴気記録の消失の約

8倍であると推定される（Kiyosugi et al., 2015）．噴火記録の消失の主要な地質学的要因（浸食や埋没な

ど）の進行のプロセスと時間スケールを明らかにするため，噴火直後に火砕物分布が詳細に調査された霧島火

山新燃岳2011年噴火（VEI３）の降下火砕堆積物を対象に火砕堆積物の浸食の程度を調査した． 

　新燃岳2011年噴火によって噴出した降下火砕堆積物の噴火直後の産状や粒径はMiyabuchi et al (2013)や

White et al（2017）に報告されている．噴火直後に堆積物の層厚が測定されている地点を中心に野外調査を

行い，現在も確認できる堆積物の産状や層厚の記載を行った．市街地などでは噴火後に降下火砕物の除去作業

などが行われている場合があるため，できるだけ人手の入らない草地などを中心に調査を行った． 

　調査の結果，以下の３つの領域と，その領域に2011年時点で堆積していた堆積物の特徴が明らかに

なった． 

・初生堆積物の分布する領域：産状がMiyabuchi et al (2013)の記載と整合的であったり（特に火口から約

3.5kmの範囲で顕著），層厚が厚く連続的で明瞭であったり，堆積環境から考えて堆積物の二次的な流出や流

入が考えにくいといった特徴が見られる堆積物を初生堆積物とした．こうした堆積物は比較的火口に近い山

地・山林に分布し，落ち葉などに覆われていることが多い．降下火砕堆積物全体の分布の主軸方向に見た

時，初生堆積物は約18km以内の範囲に分布している．初生堆積物が残っている地点は,もともとの層厚が約２

㎝以上で中央粒径が約1㎜以上の堆積物であった地点である（図１）． 

・二次堆積物の分布する領域：構成粒子の種類が様々であったり，土壌が混じっていたり，土壌中に不連続に

分布したりする等の特徴がある堆積物，および2011年時点の層厚よりも現時点での層厚が厚くなっている堆

積物を二次堆積物とした．これらは山地や平野に分布しており，堆積物分布全体の主軸方向に見た時，約

22km以内の範囲に分布している． 

・堆積物の見られない領域：火口から約22km以遠では二次堆積物などの噴火の痕跡も見られなくなる．これ

らの地点は平野に分布しており，農地や市街地となっている地域が多い．また，これらの地点は2011年時点

で堆積物の層厚約1㎝以下，中央粒径約1㎜以下であった地点がほとんどであるが，当時1.8㎝の堆積物（中央

粒径約0.7㎜）が見られた地点でも堆積物の痕跡が無い場合が見られた（図１）． 

　以上の結果は， 降下火砕物が地質記録として地層中に保存されるための条件（層厚と粒径分布）を知る上で

重要な一事例と言える．  
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